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体と共に美しい。前者は「昭和13年 1 月 3 日譯了擱筆」と註記あり、早くに終了されている。
後者は演習テキストだったと先輩方に伺っている。こちらは全16章のうち第15章（Pātañjala＝ヨー






































































昭和35年 1 月までの日付とが書かれている。63歳の 3月で定年退官になり、和訳は全16章のう




　　The Sarvadarśanasaṅgraha of Mādhavācārya, edited by V.S.Abhyankar,  
　　Government Oriental Series, No.1, Poona, 1924.











































































































　金倉教授の演習はこの各派集成の難解な書の解読を目指したもので、惜しくも第15章の 1 ／ 
3 で定年退官となって中断している。他に翻訳としてはニヤーヤ学派の註釈者ヴァーツスヤー
ヤナの『ニヤーヤバーシュヤ』訳があり、これも筆者の手元にコピーがある。刊行されたもの
としては上記シャンカラの『ブラフマ〔ヴェーダーンタ〕スートラ疏』が『シャンカラの哲学』
上（昭和55年）・下（昭和59年）として春秋社から出版されたほか、ヴァーチャスパティミシュ
ラの数論偈註を「サーンクヤ・タットヴァ・カウムディー」として『東北大學文學部研究年報』
第七号（1956年）に和訳のみ掲載され、割愛された博士の校訂原文は筆者の手元にある。その
ほか後期ニヤーヤ学派のケーシャヴァミシュラの『タルカバーシャー』の和訳を同誌第一号に
掲載された（1951年）のは文学部長の時であった。
　早くに初期の大正11年から12年にかけて、高楠順次郎監修の『ウパニシャッド全集』に『ア
イタレーヤ・ウパニシャッド』など五点を訳され、直後に東京から仙台に赴任された。春秋社
から『インド哲学仏教学研究』〔Ⅰ〕、〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕を昭和48年に出され、これは一部の復刻再
録である。そのほか『印度哲學史要』（弘文堂、昭和23年）、『印度哲學の根本問題』、（光の書房、
昭和23 年）、『印度哲學の自我思想』（大蔵出版、昭和24年）、『馬鳴の研究』（平楽寺書店、昭和41年）、
『インドの自然哲学』（平楽寺書店、1971）などがあり、我々を裨益する所が大である。故・宇野
淳・広島大学名誉教授はニヤーヤ、ヴェーダーンタ、ジャイナの三学派に通じておられたが、
「ジャイナ教については金倉先生の『印度精神文化の研究――特にヂャイナを中心として――』
（岩波書店、昭和19年）から出発した」と言っておられた。京都学派にも影響を与えたのである。
　〈付記〉年度が元号と西暦になっているのは当該文献の表記に従ったものである。『印度中世精神史』下
については今年度の日本印度学仏教学会東京大学大会で「経部とダルマキールティ――金倉圓照博士の遺
稿に拠りつつ―」として援用・発表し、『印度學佛教學研究』第65巻第 1号に掲載された。
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